























































変えた公共図書館は，全国でその数が 624 館であったが，大正 11 年の『全国図書館
に関する調査』によれば，総数は公共図書館が 1640 館，巡回文庫 1682，合わせて


























































報』第 12 号（昭和 12（1936）年 6 月）によれば、前年の 5月に入館を無料と
してからの 1年間の来館者はのべ 48,055 人にのぼる。そのうち、新温泉を兼ね































































































































































書               名 著     者     名 出   版   社 初版発行年月日
1926（大正 15・昭和 1）年




3 日輪　前編 三上於菟吉 新潮社 1926(T15).6.28
4 赤い屋根 谷崎潤一郎 改造社 1926(T15).9.25
5 江戸奇談　春宵和尚奇縁 大仏次郎編 博文館 1926(T15).10.25









集６ 甲賀三郎 春陽堂 1927(S2).3.20
9
闇に蠢く  　世界探偵文芸叢
















14 江戸三国志　前篇 吉川英治 平凡社 1928(S3).7.5
15 怪談全集　現代篇 田中貢太郎 改造社 1928(S3).7.13
16 職工と微笑 松永延造 春陽堂 1928(S3).9.12









巻　 伊藤痴遊 平凡社 1929(S4).4.15
20
大衆文学集　第二集　昭和四
年版 文芸家協会編 新潮社 1929(S4).5.14
21 果樹 水上滝太郎 改造社 1929(S4).5.15
22
大下宇陀児集　日本探偵小説
全集９ 大下宇陀児 改造社 1929(S4).5.28
23
保篠竜緒　日本探偵小説全集
８ 保篠竜緒 改造社 1929(S4).6.25






26 女心風景 岡成志 改善社 1929(S4).11.10
27 舶来微笑集　ゆうもあ叢書２ 春江堂編輯部編 春江堂 1929(S4).11.25
28
夢野久作集　日本探偵小説全
集 11 夢野久作 改造社 1929(S4).12.3









叢書５ 立野信之 戦旗社 1929(S4).12.27









全集 12 角田喜久雄 改造社 1930(S5).2.3
35 夫婦戦線異状なし 原田宏 中村書店 1930(S5).2.27










39 高架線　新興芸術派叢書 横光利一 新潮社 1930(S5).4.3






42 金 三宅やす子 先進社 1930(S5).5.1
43
月見草外十二篇　令女文学全
集 11 加藤まさを 平凡社 1930(S5).5.15
44 蘆江情話集　五月雨日記 平山蘆江 平凡社 1930(S5).5.20
45
政界疑獄実話　明治大正実話
全集１ 伊藤痴遊 平凡社 1930(S5).6.28
46
なつかしき現実　新鋭文学叢




48 奥州流血録 今東光 先進社 1930(S5).8.16
49
海のあなた外八篇　令女文学






























58 猟奇情史　日米を股にかける女 岩永清一郎 泰光社 1931(S6).4.10






書 松本泰 四六書院 1931(S6).5.2
62
山・都会・スキー　新でかめろ
ん叢書 石川欣一 四六書院 1931(S6).5.2
63
ハリウッド・ガアル　新でかめ





65 山岳短篇小説集　三人と死 坂部護郎編 四六書院 1931(S6).6.15
66 江戸城心中 吉川英治 先進社 1931(S6).6.16
67 南国太平記　中篇 直木三十五 誠文堂 1931(S6).6.29
68
大衆文学集　第四集　昭和六年
版 文芸家協会編 新潮社 1931(S6).7.1
69 脚のある巴里風景 岩田豊雄 白水社 1931(S6).7.10
70
金子ふみ子獄中手記　何が私
をかうさせたか 金子ふみ子 春秋社 1931(S6).7.10
71 江戸川乱歩全集　第四巻 江戸川乱歩 平凡社 1931(S6).8.10
72 戦後に咲く花 庄野貞一 赤蝸房 1931(S6).8.20
73 遍路行 下村千秋 中央公論社 1931(S6).8.21
74 何処へ行く？ 徳永直 改造社 1931(S6).9.18
75
彼女の太陽・焔の歌・血闘　長
篇三人全集１８ 三上於菟吉 新潮社 1931(S6).11.10













80 笑ふ男・笑ふ女 十一谷義三郎 白水社 1932(S7).3.1
81 女給君代 広津和郎 中央公論社 1932(S7).3.1
82 白い姉 大仏次郎 改造社 1932(S7).5.14
83 桧山兄弟　上巻 吉川英治 新潮社 1932(S7).7.22





86 獣人の獄　新作探偵小説全集 水谷準 新潮社 1932(S7).10.5
87 楠木正成 直木三十五 中央公論社 1932(S7).11.23





90 桧山兄弟　下巻 吉川英治 新潮社 1933(S8).3.23
91 男装の麗人 村松梢風 中央公論社 1933(S8).4.25
92 東雲（しののめ）は瞬く 賀川豊彦 実業之日本社 1933(S8).6.20
93
明暗三世相　直木三十五全集　














集 14 細田民樹 非凡閣 1934(S9).2.10
98 過去 広津和郎 岡倉書房 1934(S9).2.18
99 塙侯爵一家 横溝正史 新潮社 1934(S9).2.24
100 神風連　上巻 十一谷義三郎 中央公論社 1934(S9).2.25
101 神風連　下巻 十一谷義三郎 中央公論社 1934(S9).2.25
102 逃亡記　（文芸復興叢書） 井伏鱒二 改造社 1934(S9).4.20
103 勘定　（文芸復興叢書） 武田麟太郎 改造社 1934(S9).5.2
104 湯河原三界　（文芸復興叢書） 宇野浩二 改造社 1934(S9).5.6




107 金色藻・街の毒草 大下宇陀児 新潮社 1934(S9).5.28
108
丹下左膳　こけ猿の巻　一人
三人全集９ 林不忘 新潮社 1934(S9).6.25








112 修養太閤記 矢田挿雲 千倉書房 1935(S10).2.11






115 蒼氓 石川達三 改造社 1935(S10).10.20
116 傑作探偵小説　狂楽師 大下宇陀児 春秋社 1935(S10).12.10
















121 あひびき 宇野千代 新陽社 1936(S11).3.20
16
122 野麦の唄 林芙美子 中央公論社 1936(S11).3.21
123 大楠公 大仏次郎 改造社 1936(S11).6.4
124
死化粧する女　かきおろし探偵














説全集４ 中野実 アトリエ社 1936(S11).8.25
129 春の行列　純粋小説全集１２ 岡田三郎 有光社 1936(S11).9.5
130
菊池寛集　決定版現代日本小
説全集１ 菊池寛 アトリエ社 1936(S11).9.20
131 野槌の百　股旅小説全集９ 吉川英治 新小説社 1936(S11).9.25
132 衣裳花嫁　純粋小説全集２ 林房雄 有光社 1936(S11).10.17
133 ブゥランジェ将軍の悲劇 大仏次郎 改造社 1936(S11).10.17
134 いのちの初夜 北条民雄 創元社 1936(S11).12.3
1937（昭和 12）年
135 若い人 石坂洋次郎 改造社 1937(S12).2.20
136
さらば花の家よ・居留地の丘　
新鋭大衆小説全集１１ 北林透馬 アトリエ社 1937(S12).3.15
137 柳桜集　木々高太郎探偵小説集 木々高太郎 版画荘 1937(S12).3.20





小説全集７ 白井喬二 アトリエ社 1937(S12).4.15
140 秋箋 芹沢光治良 竹村書房 1937(S12).6.20
141
桜並木の一本の桜・蝸牛の足　
新鋭大衆小説全集１４ 木々高太郎 アトリエ社 1937(S12).6.20
142
鳴平旅ごろも・松葉かんざし　
新鋭大衆小説全集１６ 池善一 アトリエ社 1937(S12).8.20
143
二人で見た夢　新作ユーモア
全集５ 中村正常 春陽堂書店 1937(S12).9.5
144 鎌倉夫人 深田久弥 改造社 1937(S12).10.20
145 日蔭の村　（新選純文学叢書） 石川達三 新潮社 1937(S12).10.22
146 軍用鼠 海野十三 古今荘書房 1937(S12).11.10
147 長篇小説　薔薇合戦　上巻 丹羽文雄 竹村書房 1937(S12).11.20
148 牝豹 岸田国士 三笠書房 1937(S12).12.7
149 続若い人 石坂洋次郎 改造社 1937(S12).12.13
150
恋愛綱領　書き下ろし長篇小





集８ 岡成志 春陽堂書店 1938(S13).1.10























14 乾信一郎 春陽堂書店 1938(S13).5.18
162 書き下ろし長篇　青春 伊藤整 河出書房 1938(S13).5.22
163
続生活の探究　書下ろし長篇小
説叢書 14 島木健作 河出書房 1938(S13).6.17
164
酒場（バー）ルーレット紛擾記
（トラブル） 橘外男 春秋社 1938(S13).7.31



















172 積雪 滝井孝作 改造社 1938(S13).12.18
1939（昭和 14）年
173 脇坂部隊 中山正男 陸軍画報社 1939(S14).1.1
174 怒涛　生活文学選集１ 間宮茂輔 春陽堂書店 1939(S14).1.18
175 馬 （新選純文学叢書） 伊藤永之介 新潮社 1939(S14).1.29
176 文学部隊 尾崎士郎 新潮社 1939(S14).3.21





179 小説集　丸の内草話 岡本かの子 青年書房 1939(S14).5.20









説集 辰野九紫 代々木書房 1939(S14).6.10
184
一万円使ふ話　諷刺ユーモア
小説集 岡成志 代々木書房 1939(S14).6.10
185 チロル短篇集 浜野修編 改造社 1939(S14).6.16
186 北原武夫小説集　妻 北原武夫 春陽堂書店 1939(S14).6.17
187 山の仲間 千坂正郎 朋文堂 1939(S14).6.20





190 悲劇喜劇　（新選純文学叢書） 丸岡明 新潮社 1939(S14).10.18
191 オロシヤ船　新選名作叢書 井伏鱒二 金星堂 1939(S14).10.20






















199 チビの魂　文化叢書７ 徳田秋声 青木書店 1940(S15).2.5
200 女兵（ニュイピン） 謝冰塋、中山樵夫訳 三省堂 1940(S15).2.20




P. G  ウッドハウス、岡
成志訳 東成社 1940(S15).3.20
203 白蘭の歌 久米正雄 新潮社 1940(S15).3.21
204 火の赤十字 松坂忠則 弘文堂書房 1940(S15).3.30
205 汽車の罐焚き 中野重治 小山書店 1940(S15).4.15












209 長篇小説　泉 岸田国士 朝日新聞社 1940(S15).8.10










214 暁の合唱　前編 石坂洋次郎 新潮社 1940(S15).12.20
1941（昭和 16）年
215 使徒行伝 石川達三 新潮社 1941(S16).3.31
216 たをやめ 阿部知二 新潮社 1941(S16).4.27
217 人形佐七捕物帳　読切　三巻 横溝正史 春陽堂書店 1941(S16).6.5
218 名作小説　乃木将軍 木村毅 博文館 1941(S16).6.15
219 神変稲妻車 横溝正史 春陽堂書店 1941(S16).7.1
220 梟　有光名作選集３ 伊藤永之介 有光社 1941(S16).7.15
221 香港 中野実 蒼生社 1941(S16).7.17
222 長篇小説　美しき地図 火野葦平 改造社 1941(S16).8.7
223 楠正成 佐藤一英 教材社 1941(S16).8.10
224
南海游侠伝　日柳燕石波瀾の





226 白い壁画 富沢有為男 小学館 1942(S17).1.30
227 勤王届出 丹羽文雄 大観堂 1942(S17).3.20
228 ノモンハン空中実戦記　撃墜 松村黄次郎 教学社 1942(S17).3.25
229 駐日Ｚ大使館　国防文芸叢書 古川真治 成武堂 1942(S17).7.25
230 千利休 井上友一郎 大観堂 1942(S17).10.28
231 青春の花道 伊藤松雄 奥川書房 1942(S17).12.20
1943（昭和 18）年
232 海底トンネル 寺島柾史 東水社 1943(S18).1.20
233 熱線博士 蘭郁二郎 新正堂 1943(S18).3.20
234 火の柱　勝利の巻 中村武羅夫 甲子社書房 1943(S18).9.10
235 秋の歌 今日出海 三杏書院 1943(S18).12.20
1944（昭和 19）年
236 御神火 井伏鱒二 甲鳥書林 1944(S19).3.30
237 婦道太平記　上巻 村松梢風 万里閣 1944(S19).5.18
238 婦道太平記　下巻 村松梢風 万里閣 1944(S19).8.20
239 白い戦争 秦賢助 鶴書房 1944(S19).9.10
1945（昭和 20）年




ば、調査できた本は、そのごく一部にすぎない。『月報』第 15 号（昭和 12（1937）
年 9月）によれば、この年の 8月末での蔵書総数は 20,283 点、そのうち文学の
部が 4,100 点、小説の部が 2,574 点とあり、合計 6,674 点であった。『月報』第
62 号（昭和 16（1941）年 7 月）には、この年の 4月現在の蔵書総数は 25,313
点で、文学・語学の部門として、7,664 点となっている。分類の仕方が異なる




　1926（昭和 1）年 6点、 1927（昭和 2）年 3点、
　1928（昭和 3）年 8点、 1929（昭和 4）年 15 点、
　1930（昭和 5）年 21 点、 1931（昭和 6）年 25 点、
　1932（昭和 7）年 11 点、 1933（昭和 8）年 7点、
　1934（昭和 9）年 15 点、 1935（昭和 10）年 6点、
　1936（昭和 11）年 17 点、 1937（昭和 12）年 16 点、
　1938（昭和 13）年 22 点、 1939（昭和 14）年 24 点、
　1940（昭和 15）年 18 点、 1941（昭和 16）年 11 点、
　1942（昭和 17）年 6点、 1943（昭和 18）年 4点、


















 6 点 ・ 大仏次郎　　 『春宵和尚奇縁』『からす組』『ドレフュス事件』『白い姉』『大
楠公』『ブゥランジェ将軍の悲劇』
  ・ 吉川英治　　 『江戸三国志　前篇』『同　中篇』『江戸城心中』『桧山兄弟　上巻』
『同　下巻』『野槌の百』
 5 点 ・石川達三　　『蒼氓』『日蔭の村』『若き日の倫理』『転落の詩集』『使徒行伝』
  ・広津和郎　　『女給君代』『過去』『風雨強かるべし』『青春行路』『青麦』
 4 点 ・井伏鱒二　　『なつかしき現実』『逃亡記』『オロシヤ船』『御神火』
  ・直木三十五　『南国太平記　前篇』『同　中篇』『楠木正成』『明暗三世相』
 3 点 ・石坂洋次郎　『若い人』『続若い人』『暁の合唱　前編』












































































































































5点 　・「日本探偵小説全集」（改造社、20 巻、1929 年）　＊近代・＊綜覧
　　　角田喜久雄、夢野久作、山下利三郎・川田功、大下宇陀児、保篠竜緒、







　　　昭和 13 年前半期、昭和 14 年前半期、昭和 14 年後半期、昭和 15 年前半期、
　　　・「現代アメリカ小説全集」（三笠書房、16 巻、1939 年）
　　　コンラッド・リクター、シオドア・ドライサー（2）、ハーヴェイ・アレン、

















































































































































































































































































































（2）昭和 11（1936）年 12 月に改定された「宝塚文芸図書館館則」によれば、第 7条に「入館
料並図書閲覧料ハ無料トス」とあり、第 15 条には、「本館ノ図書ハ左記ニ該当スル者ニ限リ
館外携出ヲナスコトヲ得」とあって、その中に「本館読書会会員」と記されている。また、『月
報』2号 (昭和 11（1936）年 8月 )によれば、「読書会には誰でも入会出来、会費三ヶ月金一
円五十銭、この期間中会員は帯出閲覧の特点がある外毎月の月報の配布、催物の案内を受け
る事が出来る」と定められていた。























　 1927（昭和 2）年 11 月，阪神地方の新進気鋭の図書館員を中心に結成された連盟。（中略）
連盟結成の意図は，宣言（1927 年 12 月）によれば「広く理論的・実際的両方面からの組
織的研究を起し，もって図書館文化の絶えざる創造発展を期せんとする」ものであったが，
その後の実際活動から見れば，この組織に結集した図書館員がもっとも力を傾注し，また
徐々に成果を挙げたのは，図書館用品の規格統一，標準的な分類表・目録規則などの確立，
そして図書館運営の能率増進と全国的指導であった。
（8）田村盛一は、『図書館研究　総索引』第 3号（1944.12）の「寄稿者名簿・略歴」によれば、
明治 26（1893）年生まれ。青年図書館員聯盟の初期からの会員で、山口図書館、神戸市立
図書館、大阪市立清水谷図書館、大阪市立城東図書館を経て、山口経済専門学校に勤務して
いたという。武居権内『日本図書館学史序説』（1960.3、早川図書）には、「図書記号法」の
研究者として名が挙がっており、『山口図書館五拾年略史』（1953）ほかの著書がある。
宝塚文芸図書館・正面　（『京阪神急行電鉄五十年史』（1959.6）より）
